
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年 ５月１１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2005～2008 

課題番号：１７４０１０１２ 

研究課題名（和文） 言語・文化調査に基づくパラウン史の解明 

  

研究課題名（英文） Linguistic and cultural approach to the history of Palaung 

  

研究代表者 

新谷 忠彦（SHINTANI TADAHIKO） 

東京外国語大学・アジア・アフリカ言語文化研究所・教授 

 研究者番号：９０１１４８００ 

 
 
 
研究成果の概要： 国境を越えた｢タイ文化圏｣に広く分布するパラウン族は文字を持っていない。

こうした無文字民族の歴史を支配民族が書き残した文献資料からではなく、直接現地で収集し

た言語及び文化データに基づいて解明するため、パラウン及び周辺民族の現地調査を幅広く行

った。その結果、パラウン各方言の言語音変化や借用語、文化的な特徴などから、同じ系統の

パラウン、ワ、プランがサルウィン系及びメコン系諸民族との関係によって｢民族｣として分化

してきたことが明らかになった。 
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ン河 
 
 
１．研究開始当初の背景 
タイ、緬甸、ラオス、中国雲南省が国境を接
する一帯では、13 世紀～20 世紀にかけて、
タイ系民族を中心とする数多くの盆地連合
国家が興亡を繰り返したが、国民国家形成の
流れの中でこうした前近代の国家群は消滅
してしまい、現在の領域国家に吸収されてし
まった。そのため、こうした盆地連合国家群
の存在はほとんど忘れ去られてしまい、その
実態についての研究もほとんど行われてい

ない。しかし、近代国家の枠組みによって分
断されてしまったにもかかわらず、この地域
では、タイ系言語のリンガフランカとしての
地位は今尚失われておらず、国境を越えた人、
物、カネの移動・交流は綿々と続けられてお
り、何らかの緩やかなつながりを持った一つ
の複合民族文化交流圏としての実体は変わ
っていない。このような地域を一体として捉
えた研究が皆無なことから、当初はシャン文
化圏と呼び、後にタイ文化圏と改名したこの



地域を一体として捉えた内部からの研究を
1996 年度の文部省科学研究費補助金（研究課
題番号 08041009）によってスタートした。こ
うした視点からの研究を進める中で、（１）
当該地域に居住する各種民族に関する直接
的かつ客観的な資料が極めて乏しいこと。
（２）文字を持たない民族の歴史を、文字を
持った支配民族が書き残した資料からでは
なく、当該民族の言語データや文化データを
使って解明できる可能性があること。の二点
の結論を得た。そこで、この地域に居住する
民族の言語・文化データを現地において直接
収集することによって、この地域の歴史研究
はもとより、言語研究や文化人類学的研究に
も資する新たな科学的かつ豊富なデータベ
ースを構築するとともに、こうして収集され
た言語・文化データが実際に当該地域の歴史
研究に有効であることを実証し、新たな方法
論として確立したいとの考えが本研究の背
景にあった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は文字を持たない民族の歴史を解明
するために、支配民族が残した文献資料を使
う従来の方法ではなく、現地で直接収集した
言語・文化データを使ったまったく新しい方
法を使った新たな研究の方向性を開こうと
意図したものである。その最初のテストケー
スとして、タイ文化圏に広く分布している北
方モンクメール系のパラウン族を取り上げ、
周辺民族をも含めた幅広い言語・文化データ
を収集し、言語学的分析を行うことはもとよ
り、その言語や文化の中に、異民族との接触
や自然環境との接触の歴史を探ろうと考え
たものである。又、この地域の言語・文化に
関する科学的な資料が、政治的・地理的な事
情から、極めて乏しい現状に鑑み、積極的な
フィールドワークによって新たなデータベ
ースを構築するとともに、タイ文化圏におけ
るリンガフランカであるにもかかわらず、国
語にはなりえなかったタイ系言語で書かれ
た文献資料の収集・整理・解読をも目指した
ものでもある。 
 
 
３．研究の方法 
タイ文化圏に幅広く分布するパラウン語は
非常に方言差が大きい。こうした方言差はこ
の民族の移動や異民族との接触の歴史を反
映していると考えられる。そのため、各地の
パラウン語方言はもとより、近隣諸言語の語
彙データを収集し、音韻体系を記述するとと
もに、借用語や音韻変化を精査する。一方、
文化調査では生産技術や農耕技術、栽培植物
などを中心に調査し、言語調査の結果と対比
しながら、当該民族の移動や異民族との接触

の歴史を明らかにする。又、これまでほとん
ど省みられることのなかった、タイ王国の言
語とは異なる、タイ文化圏のタイ系言語で書
かれた文献の収集・整理・解読作業を着実に
続ける。 
 
 
４．研究成果 
（１）本研究課題で焦点を当てたパラウン族
については、北は中国雲南省保山地区から南
はタイ王国のチェンマイまで、西はカローか
ら東はチェントゥンまで、12 地点での言語・
文化調査を行った。その結果、この言語は従
来、北部では古来の有声音が無声音化せず、
有声音をそのまま保持しているのに対して、
南部では皆無声音化しているとされていた
が、北部においても一部で無声音化している
方言があることが分かった。又、南部方言の
一部には音節末に閉鎖を伴った鼻音(-pm, 
-tn など)が現れている方言が見付かった。パ
ラウンは大部分がサルウィン河の西に住み、
東側には比較的少ないが、このような特徴を
持つ南部方言話者は皆サルウィン河の東に
住んでおり、このことは南部のこの民族の移
動及び異民族との接触によるものと考えら
れる。北部で無声音化が起こっている方言話
者もサルウィン河の東に住んでおり、パラウ
ン語話者にとってサルウィン河はかなり重
要な方言境界になっているようである。 
（２）南部方言の中でもカローのパラウン語
はかなり特異である。彼らはかつて｢パレー｣
と呼ばれていたことがあるが、現在ではその
ような名称は誰も知らず、自分たちはパラウ
ンだと主張している。音韻体系そのものから
見れば、カローのパラウン語は間違いなく南
部方言の部類に入るが、ビルマ語からの借用
語が多い点で他の南部方言とは事情が異な
る。又、南部方言話者はほとんどがビルマ語
を話せないが、カローのパラウン語話者はタ
イ系言語よりもビルマ語を話せる人が多く、
この点でも特異である。こうした諸点から、
カローのパラウンは他の南部方言話者とは
移動経路が異なるか、あるいは、比較的新し
く移動させられた可能性がある。 
（３）ヤッサウのパラウン語では、他の方言
で長母音として現れる開音節において、-h が
音節末に現れることがあり、このことは一部
の方言で声調が現れている現象を説明する
のに大いに役に立つであろう。実際に、同じ
北方モンクメール系の言語の中で、ウー語の
ように、母音の長/短の対立を声調の対立に変
化させている言語の例がある。 
（４）パラウン語と親縁関係を持つ北方モン
クメール系の言語としてワ語、プラン語があ
るが、この三種類の言語の話者の分布は、お
おむね西から東へパラウン、ワ、プランの順
となっており、又、北から南へもパラウン、



ワ、プランの順となっている。この三種類の
言語の内容とこうした地理的な分布状況を
勘案すると、パラウンはサルウィン系のタイ
系民族社会に組み込まれた民族であり、プラ
ンはメコン系タイ族社会に組み込まれた民
族であって、どちらのタイ系民族社会にも組
み込まれなかったのがワ族であると考えら
れる。このように同じ北方モンクメール系の
中で、異なるタイ系民族との関係によって
｢民族｣として分化してきた経緯が明らかに
なった。 
（５）北方モンクメール系民族の小さなグル
ープとしてカノ、リアンという民族がそれぞ
れアウンバン周辺、ロイレム周辺などに見ら
れるが、彼らの言語にはカレン語の影響によ
るものと考えられる痕跡がかなり見られ、カ
レン系民族の移動の歴史を探る上で重要な
証拠になる可能性がある。又、リアンはシャ
ンやビルマからはカレン族の一部とみなさ
れている。 
（６）これまでの現地調査によって得られた
言語データは膨大なもので、新たに発見され
た言語や、名前だけは知られていても科学的
なデータのなかった言語についての大量の
データが得られ、この地域の言語データの収
集に関しては世界で最も優れた地位を獲得
している。 
（７）これまでその存在は知られてはいたが、
難解な文字法故に外国語に翻訳されてこな
かったシャン語で書かれたクロニクルが、
我々の手によって世界で初めて外国語に翻
訳された。又、徳宏タイ語で書かれた文献に
ついても我々の手で収集・整理・解読作業が
進んでいる。 
（８）これまでの調査から、同じタイ文化圏
の中でも大河流域によってやや状況の異な
る文化圏の存在が明らかになってきた。サル
ウィン系タイ族とメコン系タイ族は、言語上
の差異は少なく、相互のコミュニケーション
に支障はないものの、お互いに疎遠に感じる
傾向がある。このことから、大陸部東南アジ
アについて、大河流域文化圏という視点から
の研究も今後の重要な課題である。大陸部東
南アジアには、東の方から紅河、メコン河、
サルウィン河、イラワジ河とあるが、それぞ
れの流域文化圏で繰り広げられた民族興亡
の歴史を、言語・文化調査に基づくデータか
ら解明することによって、この地域の歴史構
図が一変する可能性を秘めている。中でもサ
ルウィン河及びイラワジ河流域に居住する
民族に関しては、極端に資料が乏しく、未知
の言語（民族）が大量に発見できる可能性が
ある。政治的・地理的状況から、この両大河
流域で直接調査することは容易なことでは
ないが、近年この流域に居住する人たちが、
伝統的な移動範囲を超えてかなり遠くまで
移動する状況が生まれてきており、調査方法

を工夫することによって数多くの未知の言
語（民族）を発見できる可能性があり、これ
からの研究の重要な課題である。 
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